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令
和
二
年
度
通
常
総
会
が
、
令
和

三
年
四
月
十
七
日
（
土
）
十
四
時
よ

り
、
根
本
自
治
会
館
に
て
開
催
さ

れ
、
議
事
は
滞
り
な
く
審
議
さ
れ
て

承
認
さ
れ
た
。
概
要
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

通
常
総
会
に
あ
た
っ
て

令
和
二
年
度
通
常
総
会
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の

開
催
と
な
り
、
昨
年
の
経
験
を
踏
ま

え
て
、
自
治
会
と
し
て
は
会
員
各
位

の
十
分
な
理
解
の
も
と
で
審
議
さ

れ
る
べ
く
、
準
備
を
行
っ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
従
来
の
よ
う
な
、
総
会

の
日
に
会
館
に
多
数
の
方
々
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
審
議
す
る
の
で

は
な
く
、
事
前
に
総
会
資
料
な
ど

で
、
何
を
審
議
す
る
の
か
、
何
が
自

治
会
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
の
か
な
ど
、
事
前
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
そ
の
上
で
承
諾
い
た
だ
け

る
場
合
に
は
、
議
決
に
委
任
状
を
い

た
だ
く
形
を
取
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
た
め
、
総
会
資
料
を
早
め
に

作
成
し
、
資
料
の
中
に
は
、
年
度
当

初
重
点
課
題
と
し
た
事
柄
が
、
ど
の

よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
を
総
会
資

料
を
見
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
よ

う
な
記
載
方
式
に
変
更
し
た
。
ま

た
、
今
、
自
治
会
に
と
っ
て
何
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た

め
に
令
和
三
年
度
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
も
、

わ
か
る
範
囲
で
の
具
体
化
を
図
っ

た
表
現
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
総
会
議
案
書
を
四

月
の
頭
に
は
回
覧
に
て
閲
覧
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
自
治
会
館
に
て
自

由
閲
覧
と
質
問
の
日
を
事
前
に
設

け
て
、
納
得
の
上
で
の
委
任
状
と
い

う
形
式
を
と
っ
た
。

一
方
で
、
総
会
の
日
程
を
例
年
通

り
と
し
て
、
事
前
の
閲
覧
に
十
分
な

時
間
を
か
け
る
た
め
に
、
会
計
年
度

を
従
来
の
三
月
末
と
せ
ず
に
、
三
月

二
十
一
日
を
も
っ
て
締
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

通
常
総
会
当
日

四
月
十
七
日
十
四
時
、
中
岡
副
会

長
の
仮
議
長
の
下
で
、
令
和
二
年
度

通
常
総
会
の
開
会
が
宣
言
さ
れ
た
。

通
常
総
会
成
立
の
た
め
に
は
、
会
員

の
二
分
の
一
以
上
が
出
席
す
る
こ

と
が
規
約
第
２
３
条
で
定
め
ら
れ

て
い
る
。

令
和
二
年
度
の
会
員
数
は
５
８

０
名
、
当
日
出
席
の
会
員
１
０
名
、

会
長
へ
の
委
任
状
３
０
０
名
、
出
席

者
と
委
任
状
提
出
者
の
合
計
が
３

１
０
名
と
な
り
、
過
半
数
を
超
え
て

総
会
が
成
立
す
る
こ
と
が
宣
言
さ

れ
た
。

会
長
挨
拶

会
長
か
ら
は
、
令
和
二
年
度
は
コ

ロ
ナ
禍
で
多
く
の
制
約
が
あ
り
、
当

初
予
定
し
た
事
業
が
思
う
よ
う
に

進
ま
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
で
も
や

れ
る
範
囲
で
自
治
会
員
の
親
睦
を

と
、
根
本
だ
よ
り
展
な
ど
の
様
々
な

企
画
を
し
た
こ
と
、
早
く
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
て
活
動
で
き
る
日
を
待

っ
て
い
る
と
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

議
長
選
出

規
約
第
２
２
条
に
よ
り
議
長
選

出
を
行
い
、
例
年
議
長
を
務
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
押
賀
孝
雄
氏
に
満

場
一
致
で
決
定
し
た

議
案
の
審
議

一
、
第
一
号
議
案：

令
和
二
年

度
事
業
報
告
、
第
二
号
議
案：

令
和
二
年
度
収
支
決
算
書

事
業
報
告
に
つ
い
て
は
、
山
本
会

長
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。
主
要
な

点
は
以
下
の
通
り

◇
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
の
一
年
で
あ

り
、
自
治
会
か
ら
の
感
染
拡
大
を
避

け
る
こ
と
に
徹
し
た
。
こ
の
た
め
三

密
を
避
け
ら
れ
な
い
新
年
会
、
バ
ス

旅
行
や
芸
術
祭
な
ど
の
会
員
親
睦

の
会
を
中
止
し
た

◇
新
た
な
会
員
親
睦
と
し
て
、
三
密

を
避
け
た
形
で
、
「
ね
も
と
だ
よ
り

１
０
０
号
記
念
展
」「
歩
こ
う
会
（
博

物
館
め
ぐ
り
）
」
を
開
催
し
た

◇
感
染
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
組
長

さ
ん
経
由
の
回
覧
を
や
め
、
ブ
ロ
ッ

ク
長
（
役
員
が
特
定
地
域
を
担
当
）

に
よ
る
戸
別
投
函
に
徹
し
た

◇
自
治
会
独
自
の
自
助
・
公
助
・

共
助
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
絆
シ
ー
ル

（
赤
白
黄
色
の
ラ
ベ
ル
）
を
用
い
た

防
災
訓
練
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た

◇
自
治
会
住
民
の
安
全
に
か
か
わ

る
斜
面
林
問
題
な
ど
、
行
政
と
住
民

の
間
に
入
っ
た
活
動
は
従
前
ど
お

り
実
施
し
た

◇
自
治
会
館
の
貸
し
出
し
に
つ
い

て
も
、
感
染
拡
大
防
止
を
旨
に
、
行

政
の
動
き
に
連
動
し
て
対
応
し
た

会
計
報
告
に
つ
い
て
は
、
高
階
会

計
担
当
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
主
要
な

点
は
以
下
の
通
り

◇
収
入
面
で
は
、
三
月
二
十
一
日
締

め
に
し
た
結
果
、
三
月
末
の
市
か
ら

の
入
金
等
が
入
っ
て
い
な
い
が
、
基

本
的
に
例
年
通
り
と
考
え
て
よ
い
。

た
だ
し
会
館
の
貸
し
出
し
等
の
収

入
が
、
コ
ロ
ナ
で
の
三
密
を
避
け
る

対
策
の
た
め
に
減
少
し
て
い
る

◇
支
出
面
で
は
、
自
治
会
主
催
の
事

業
の
多
く
が
開
催
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
、
支
出
全
体
は
減
少
し
て
い

る
。
た
だ
し
コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
館
の

徐
ウ
ィ
ル
ス
対
策
な
ど
に
、
従
来
に

な
い
出
費
が
表
れ
て
い
る

◇
安
蛭
、
光
野
両
会
計
監
事
か
ら

は
、
四
月
七
日
付
け
で
、
経
理
処
理

が
適
正
で
あ
る
旨
の
監
査
報
告
書

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た

以
上
の
報
告
に
対
し
て
、
満
場
一
致

で
第
一
号
議
案
、
第
二
号
議
案
共
に

承
認
さ
れ
た

二
、
第
三
号
議
案：

令
和
三
年

度
事
業
計
画
書
、
第
四
号
議

案：

令
和
三
年
度
収
支
予
算

書
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
山
本
会

長
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。
主
要
な

点
は
以
下
の
通
り

◇
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応

と
は
な
る
が
、
自
治
会
の
抱
え
て
い

る
課
題
は
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
待
っ

て
い
ら
れ
な
い
。
で
き
る
こ
と
か
ら

進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
継
続
的

に
進
め
る
事
業
も
着
実
に
こ
な
し

て
い
き
た
い

◇
特
に
高
齢
化
し
た
自
治
会
役
員

か
ら
次
世
代
層
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
が
重

要
で
、
同
時
に
自
治
会
構
成
員
に
そ

っ
た
自
治
会
活
動
へ
の
転
換
が
不

可
欠
で
あ
り
、
集
中
し
て
議
論
し
て

い
き
た
い

収
支
予
算
報
告
に
つ
い
て
は
、
高

階
会
計
担
当
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
主

要
な
点
は
以
下
の
通
り

◇
収
入
目
で
、
昨
年
度
の
締
め
を
三

月
二
十
一
日
に
し
た
こ
と
か
ら
、
前

年
度
分
の
収
入
が
見
か
け
上
増
加

し
て
い
る
が
、
基
本
に
大
き
な
変
化

は
な
い
と
考
え
る

◇
支
出
面
も
、
コ
ロ
ナ
が
い
つ
収
束

す
る
か
が
見
え
な
い
段
階
な
の
で
、

例
年
並
み
の
活
動
が
で
き
る
前
提

で
の
予
算
書
と
し
た

以
上
の
報
告
に
対
し
て
、
満
場
一

致
で
第
三
号
議
案
、
第
四
号
議
案
共

に
承
認
さ
れ
た

三
、
第
五
号
議
案：

役
員
の
改

選
役
員
の
改
選
期
に
伴
い
、
中
岡
副

会
長
か
ら
令
和
三
年
度
の
役
員
の

提
案
が
な
さ
れ
た
。

◇
回
覧
に
て
、
役
員
立
候
補
者
を
募

っ
た
が
、
新
規
の
役
員
候
補
者
は
な

か
っ
た

◇
小
林
雄
樹
理
事
退
任
後
８
名
で

活
動
を
続
け
、
令
和
二
年
度
よ
り
澤

田
友
宏
理
事
が
就
任
し
９
名
と
な

っ
て
い
る
。
令
和
三
年
度
は
全
員
留

任
と
し
、
こ
の
体
制
で
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い

◇
令
和
二
年
度
ま
で
就
任
頂
い
て

い
た
安
蛭
幸
男
監
事
の
退
任
に
伴

い
、
令
和
三
年
度
よ
り
留
任
の
光
野

健
一
氏
に
加
え
、
新
た
に
神
村
武
彦

氏
に
監
事
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

し
た
。

以
上
の
提
案
に
対
し
て
、
満
場
一

致
で
第
五
号
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

終
わ
り
に

中
岡
副
会
長
よ
り
議
長
を
務
め

て
い
た
だ
い
た
押
賀
氏
に
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
総
会
は
終
了
し
た
。

例
年
総
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ

て
い
る
新
旧
組
長
会
議
は
、
今
年
度

も
三
蜜
を
さ
け
て
開
催
せ
ず
。
必
要

事
項
は
、
組
長
さ
ん
に
ブ
ロ
ッ
ク
長

か
ら
連
絡
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
文
責：

中
岡
章
）

根
本
自
治
会

令
和
二
年
度
通
常
総
会

開
催
さ
れ
る
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最
近
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
ど

こ
の
地
域
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
一

回
目
は
○
○
％
、
二
回
目
を
終
了
し

た
の
は
○
％
、
と
言
う
よ
う
な
放
送

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
ご
と
に
接

種
の
ル
ー
ル
は
違
う
が
、
夫
々
の
地

区
に
あ
っ
た
手
段
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

そ
れ
で
は
我
が
市
川
市
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
？
す
で
に
一
回
目
の

接
種
を
終
え
た
方
は
お
分
か
り
だ

が
、
五
月
一
日
、
そ
し
て
十
五
日
に

配
布
さ
れ
た
広
報
誌
「
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ａ
」
の
内
容
、
な
ら
び
に
市
川

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
有
益
な

情
報
を
流
し
て
い
る
。
広
報
誌
が
入

手
で
き
な
か
っ
た
方
も
お
ら
れ
る

の
で
、
根
本
自
治
会
員
に
と
っ
て
の

役
立
ち
情
報
を
紹
介
し
た
い
。
、

「
広
報
誌
」
他
よ
り
抜
粋

・
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
に
、
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進

め
て
い
る

・
年
齢
の
高
い
人
か
ら
順
に
赤
字

で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
券
在
中
」
と
書
か
れ
た
封
筒

が
届
き
、
そ
の
中
に
「
接
種
券
」
と

「
予
診
表
」
が
二
枚
同
封
さ
れ
て
い

る・
そ
の
後
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
日
の
お
知
ら
せ
在

中
」
と
言
う
青
字
で
印
刷
さ
れ
た
も

の
が
到
着
す
る
（
５
月
末
ま
で
に
は

六
十
五
歳
以
上
に
届
く
予
定
）

・
別
表
の
よ
う
に
六
十
五
歳
以
上

を
五
歳
ず
つ
区
切
り
、
年
齢
の
高
い

根
本
自
治
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
担

当
す
る
部
署
の
増
田
裕
子
保
健
部

長
の
電
話
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
根
本
だ
よ
り
へ
の

掲
載
の
了
解
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

以
下
「
根
」
は
根
本
自
治
会
、「
保
」

は
市
川
市
保
健
部
を
示
す
。

根：

お
忙
し
い
中
、
取
材
に
応
じ
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

保：

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

根：

報
道
な
ど
で
、
予
約
の
た
め
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
大
変
な
混
雑

と
聞
き
ま
す
が

保：

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
受
付
開

始
直
後
は
大
変
混
雑
し
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
後
は
安
定
し
て
予
約
が

で
き
て
い
る
。
予
約
開
始
日
以
降
は

い
つ
で
も
予
約
で
き
る
の
で
、
余
裕

を
持
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

根：

予
約
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
と
心
配
な
の
と
、
早
く

接
種
し
て
ほ
し
い
と
の
気
持
ち
が

強
い
が

保：

予
約
の
受
付
十
日
後
以
降
で

接
種
予
約
が
で
き
る
し
、
ワ
ク
チ
ン

が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

安
心
し
て
ほ
し
い
。
国
か
ら
六
十
五

歳
以
上
の
方
の
ワ
ク
チ
ン
は
配
分

さ
れ
て
い
る
の
で
心
配
は
な
い

根：
既
に
一
回
目
の
接
種
を
終
え

た
方
や
、
こ
れ
か
ら
接
種
す
る
方
は

予
約
で
一
回
目
は
終
わ
っ
て
も
、
二

回
目
は
ど
う
す
る
の
か
分
ら
な
い

保：

一
回
目
の
接
種
が
終
わ
っ
た

ら
、
改
め
て
二
度
目
の
予
約
を
と
っ

て
ほ
し
い
。
た
だ
し
、
二
十
六
日
か

ら
受
付
が
始
ま
る
集
団
接
種
会
場

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ワ
ク
チ
ン

私
の
番
は
い
つ
来
ま
す
か
？

層
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
接
種
を

進
め
て
い
る

・
接
種
で
き
る
の
は
、
予
約
受
付
の

十
日
以
降
程
度
の
日
程
と
な
り
、
接

種
会
場
は
、
一
覧
に
記
さ
れ
た
「
か

か
り
付
け
の
医
療
機
関
」
を
含
む
多

く
の
会
場
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

・
五
月
二
十
六
日
の
予
約
受
付
以

降
に
関
し
て
は
、
接
種
会
場
と
し

て
、
今
ま
で
の
「
か
か
り
付
け
医
療

機
関
」
に
加
え
て
、
四
箇
所
の
集
団

接
種
会
場
が
選
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
根
本
自
治
会
エ
リ
ア
か
ら
は

「
国
府
台
市
民
体
育
館
」
が
近
い

・
接
種
会
場
に
は
「
接
種
券
」
、
記
入

し
た
「
予
診
票
」
、
「
体
温
測
定
結

果
」
、「
健
康
保
険
証
」
、「
お
薬
手
帳
」

な
ど
を
持
参
し
、
利
き
腕
で
な
い
方

の
肩
が
簡
単
に
出
せ
る
服
装
が
好

ま
し
い

・
接
種
後
は
三
十
分
ぐ
ら
い
待
機

し
て
状
態
を
見
る
の
で
時
間
的
に

余
裕
が
ほ
し
い

・
五
月
二
十
五
日
か
ら
接
種
予
約

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
会
場
が

設
置
さ
れ
た
。
場
所
は
、
市
内
全
て

の
公
民
館
。
根
本
自
治
会
の
近
隣
は

「
市
川
公
民
館
」
だ
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
い
た
だ

き
、
な
い
方
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
対
応
し
て
く
れ
る

・
ニ
ュ
ー
ス
で
は
六
十
四
歳
以
下

の
接
種
予
約
が
は
じ
ま
っ
て
い
る

地
域
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
市
川
市
で

は
、
ま
ず
高
齢
者
で
あ
り
、
そ
の
後

六
十
四
歳
以
下
を
対
象
と
す
る
の

で
、
今
し
ば
ら
く
待
っ
て
ほ
し
い

で
の
接
種
を
予
約
す
る
場
合
は
、
一

回
目
と
二
回
目
を
同
時
に
予
約
で

き
る
よ
う
に
な
る

根：

六
十
五
歳
以
上
の
二
回
の
接

種
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
か
か
る
か

保：

七
月
末
ま
で
に
終
わ
ら
せ
た

い根：

六
十
四
歳
以
下
の
現
役
で
活

躍
し
混
ん
だ
電
車
な
ど
を
利
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
た
ち
は
、
待

望
し
て
る
が
、
見
通
し
は
ど
う
か

保：

今
の
段
階
で
な
ん
と
も
い
え

な
い
の
が
実
情
で
申
し
訳
な
い
。
国

か
ら
ワ
ク
チ
ン
が
ど
の
よ
う
に
配

分
さ
れ
て
来
る
か
が
見
え
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
何
と
か
と
思
っ
て
い
る
。
状
況
が

見
え
次
第
、
早
急
に
方
針
を
決
め
て

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
い
。
今
し
ば
ら
く

待
っ
て
い
て
ほ
し
い

根：

自
治
会
員
へ
の
要
望
は

保：

少
な
く
と
も
高
齢
者
へ
の
ワ

ク
チ
ン
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い

る
の
で
、
あ
わ
て
ず
に
対
応
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
順
次
改
善
を
進
め
て

い
る
の
で
、
情
報
を
ウ
ォ
ッ
チ
し
て

ほ
し
い
。
情
報
と
し
て
は
広
報
誌

「
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
」
、
市
川
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
自
動
配
信
さ
れ
る

市
川
市
の
「
市
川
市
メ
ー
ル
情
報
配

信
サ
ー
ビ
ス
」
も
利
用
し
て
ほ
し
い

（t
-i
c
h
i
k
aw
a
@
s
g
-m
.
j
p

に
空
の
メ

ー
ル
を
送
信
す
る
こ
と
で
登
録
が

始
ま
る
。
災
害
情
報
、
避
難
情
報
も

配
信
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
市
川
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
を)

根：

お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

（
文
責：

中
岡
章
）

令
和
三
年
度

根
本
自
治
会
役
員

会
長：

山
本
次
郎

副
会
長：

中
岡
章
（
総
務
部
長
）

副
会
長：

京
本
恭
尚
（
館
長
・
防
災
防
犯
）

理
事：

堀
井
治
視
（
防
犯
防
災
部
長
）

理
事：

小
原
直
樹
（
防
犯
防
災
）

理
事：

甲
原
澄
江
（
環
境
福
祉
）

理
事：

滝
沢
よ
う
子
（
環
境
副
支
部
長
）

理
事：

高
階
章
五
郎
（
総
務
・
会
計
）

理
事：

澤
田
友
宏
（
総
務
）

監
事：

光
野
健
一

監
事：

神
村
武
彦

根
本
だ
よ
り
編
集
部
が

市
の
担
当
に
お
伺
い
し
ま
し
た

令
和
三
年
度

ブ
ロ
ッ
ク
長
・
組
長

澤
田
友
宏：

1

組：

小
林
真
一
、

2

組：

志
村
あ
つ
子
、3

組：

染
谷

真
澄
、4

組：

渡
辺
公
一
、5

組：

石
川
徹
夫
、6A

組：

花
開
佳
夫
、6B

組：

橋
本
奈
央
、7

組：

牛
島
浩

利
、8

組：

（
前
期
）
山
口
操
、（
後

期
）
栃
木
昌
子

山
本
次
郎：

9

組：

王
小
強
、1

0

組：

澤
田
盛
夫
、1

3

組：

兎
束
康

雄
、2

4

組：

国
府
台
マ
ン
シ
ョ
ン

滝
沢
よ
う
子：

1
4

組：

安
蛭
昌

子
、1

5

組：

安
藤
昌
晃
　

堀
井
治
視：

1
6

組：

堀
井
治
視
、

1
7
A

組：

林
長
三
郎
、17

B

組：

ア

ル
フ
ァ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
、2

0

組：

戸

田
策
二
、2

9

組：

佐
藤
満
夫

甲
原
澄
江：

2
1
A

組：

甲
原
澄
江
、

2
1
B

組：

小
杉
山
常
雄
、2

2

組：

熊
澤
永
行
、3

8

組：

ア
ル
フ
ァ
ー

グ
ラ
ン
デ
国
府
台

小
原
直
樹：

2
3

組：

小
原
直
樹
、

2
5

組：

須
賀
秀
夫

京
本
恭
尚：

2
7

組：

宮
田
美
代
、

3
0
A

組：

堀
真
道
、30

B

組：

藤
井

早
苗
、3

3
 

組：

伊
藤
総
長
、3

4

組：

佐
藤
治
隆

中
岡
章：

3
1
A

組：

押
賀
孝
雄
、

3
1
B

組：

押
賀
マ
ン
シ
ョ
ン
、3

2

組：

大
関
純
一
、35

A

組：

田
村
正

徳
、3

5
B

組：

小
宮
光
弘

高
階
章
五
郎：

3
6
A

組：

丸
野

聡
、36

B
：

吉
田
英
介
、36

C

組：

オ

キ
ナ
マ
ン
シ
ョ
ン4

1

組：

小
高

幸
治
、4

2

組：

新
井
孝
弘


